
・肥培管理方法の見直しで生産性の向上、土壌物理性改善、減肥に成功 

・物理的防除と薬剤防除の併用で、ネギアザミウマ防除        

・牛糞堆肥をうね内全層施用することにより、収量が増加、土壌孔隙率の向上 

・肥料をうね内全層施用することで収量が増加、20％減肥により環境負荷軽減             

・１L/㎡週2回以上の灌水で、ネギアザミウマ防除に有効。灌水すると幼虫が水滴とと 

  もに落下するため密度が抑制。使用薬剤により効果にﾊﾞﾗﾂｷがあるので選定には注意 

開発農地に対応した九条ねぎの環境に 
  やさしい生産性・品質向上技術の開発 

（農林センター） 

・うね面に相当する部分に堆肥・肥料を散布し、うね立てをします。                 
・２種類の70日タイプの肥効調節型肥料でN-P-Kを21-12-14kg/10a程度施用します。  
・肥料切れする場合は、一方を肥効の長い肥料（100日タイプ等）にします。 
・ネギアザミウマ防除に1L/㎡程度の灌水を週2回以上行い、殺虫剤を併用します。 
・ネギアザミウマ成虫には有機リン系他4剤の効果が安定しています。 
 

注意：印刷時の設定 
①印刷プレビュー 
 「フルページサイズのスライド」 
 ﾚ 用紙に合わせて拡大にチェック 
②プリンタプロパティ 
 初期設定タブ→印刷領域「最大」 
③PDF FILEに保存 
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 灌水量とネギアザミウマの密度の関係 
灌水チューブで灌水 ネギアザミウマとその被害 
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